
 

別紙 1 

 

UTokyo Repository 新システムの概要について 

 

１．システム移行の概要 

 今回のシステム移行は、具体的には基盤システムを現行の「DSpace」から、「JAIRO Cloud」

に変更するものです。JAIRO Cloud は国立情報学研究所が提供するクラウド型の Web サー

ビスです。今回の移行を機に、Web 画面デザイン及び操作方法が今までよりもわかりやす

くなるよう、調整をすすめています。 

 

２．論文別アクセス統計 

現行システムでは、論文等の詳細画面下の「統計情報」リンクをクリックすると、その論

文等の本文ファイルが月間で何件ダウンロードされたのかといった統計データを参照する

ことができます。新システムでも同様の機能がありますが、次の注意点があります。 

（１）現行システムの論文等ごとの利用統計情報は新システムには引き継がれません。自

著の統計情報等を保存しておかれたい場合は、移行前に「統計情報」画面をコピーす

るなど、ご自身で記録をおとりください。ただし、「統計情報」の表示はサーバに負荷

がかかるため、一度に大量の処理をすることは見合わせ願います。 

（２）現行システムの論文等ごとの利用統計情報には Google 等検索エンジンのクローラ

ーによるアクセス件数も含まれており、利用の実態を正確に示せていないことがあり

ました。新システムではこの点が改善され、より利用の実態に沿った統計情報を示せ

るようになります。ただし、クローラーによるアクセス数を考慮しないため、新シス

テム移行後は各論文等のアクセス件数が移行前よりも減少したように見える場合が

あります。 

 

３．博士論文及び学内刊行物への DOI 付与 

 新システムでは UTokyo Repository を主な公開元としている電子データに対し、Digital 

Object Identifier(DOI)を付与します。DOI は付与されたコンテンツに対する恒久的なアク

セスを保証する国際的な識別子であり、これを付与することにより、個々の論文を一意に示

せるようになります。 

当面は博士論文と紀要等の学内刊行物を DOI 登録の対象とします。新しく収載される博

士論文・学内刊行物に加えて、既に UTokyo Repository に収載されている博士論文・学内刊

行物に対しても、順次 DOI を登録していきます。学内刊行物への登録は平成 30 年 4 月以

降に順次実施する予定です。 

なお、博士論文に関しては、すでに国立国会図書館において東京大学分を含む 1990 年代

に授与された学位論文に対し DOI が付与されています。新システムへのリプレイス後は、

それ以外の博士論文にも DOI が付与されることになります。すでに国立国会図書館で DOI

付与済の博士論文については、UTokyo Repository に掲載の当該博士論文にも同一 DOI を

記載することで、国立国会図書館のコンテンツへのアクセスを容易にします。 



 

 

４．新着コンテンツ情報 

 現行システムでは、学内刊行物の新着コンテンツの情報を、電子メールで受け取れるよう

になっています。新システムでは電子メールの代わりに、RSS リーダーを用いて新着コンテ

ンツの情報を取得できます。具体的な利用方法については新システムのヘルプページに説

明を掲載する予定です。 

 

５．トップページの URL 変更 

 新システムでは Web ブラウザとの通信方法が、セキュリティの強化された https（暗号化

通信）に変更されます。これに伴い、UTokyo Repository のトップページ URL が以下のと

おり変更となりますが、移行前のトップページ URL にアクセスすると新 URL に自動的に

転送されるようになっています。 

 現行システム： http://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/ 

 新システム ：  https://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/ 

 

なお、現行システムにおける各アイテムの詳細ページ URL（パーマリンク）は、新シス

テムでもそのまま引き継がれます。 

 

6. 学位論文専用検索画面の廃止 

現行システムでは学位論文の専用検索画面を用意していますが、利用状況や新システム

の検索機能をふまえ、リプレイス後は廃止することとします。今後、学位論文については、

「詳細検索」の「資源タイプ」一覧から「Thesis or Dissertation」をご指定の上、検索い

ただけます。 

 



 

 


